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　株主の皆様には、日頃より格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　当社は2024年9月30日をもちまして、第159期の中間連結会計期間
を終了しましたので、決算の概況などをご報告申しあげます。
　当中間連結会計期間におけるわが国の経済は、インバウンド需要の拡
大や雇用・所得環境の改善等を背景に、景気は緩やかな回復基調で推移
しました。しかしながら、為替の変動や不安定な国際情勢を起因とする原
燃料価格の高止まり、中国の国内需要の低迷による経済の下振れ懸念等
により、依然として先行きは不透明な状況で推移しました。
　このような状況の下、当社グループは中期経営計画「MOVING-10 
STAGE2」を本年に策定し、成長事業である化粧品原料及び電子材料分
野の更なる拡大と新規事業創出に取り組むとともに、汎用製品分野では
市場環境の変化に応じて事業構造の改革を行うことで、より一層の企業
価値向上を図ってまいりました。

　当中間連結会計期間は、微粒子酸化チタンを中心に化粧品向け機能
性微粒子製品の販売が好調であったとともに、車載用コンデンサ向け導
電性高分子薬剤の販売が伸長したこと等により、売上高は279億5千7
百万円（前年同期比3.2％増）、営業利益は21億8千3百万円（前年同期
比55.6％増）、経常利益は22億3千3百万円（前年同期比34.9％増）、親
会社株主に帰属する中間純利益は14億6千8百万円（前年同期比
30.3％増）となりました。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご指導ご鞭撻
を賜りますようお願い申しあげます。
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連結財務ハイライト Consolidated Financial Highlights  

トップメッセージ Top Message

株主の皆様への利益還元を充実させるため、当期の中間配当は1株当た
り18円とさせていただきました。

中間 18円 期末 20円（予定）
年間配当金（2025年3月期）

第159期  中間報告書
2024年4月1日から2024年9月30日まで

代表取締役 社長執行役員
出井  俊治



酸化チタン、微粒子酸化チタン、
微粒子酸化亜鉛、
表面処理製品等の製造・販売

圧電材料、導電性高分子薬剤、
界面活性剤、無公害防錆顔料等の製造・販売

セグメント別の概況 Operating Results

  界面活性剤は、国内の洗剤等の日用品向けの需要が堅調に推移
したことにより、販売数量は前年同期を上回ったものの、海外
連結子会社の販売が低調に推移し、売上高は前年同期を下回る。
  導電性高分子薬剤は、車載関連及びAIサーバー等の情報イン
フラ関連が好調に推移し、販売数量、売上高ともに前年同期を
上回る。

  無公害防錆顔料は、国内向けは前年同期並みに推移したもの
の、海外向けの販売が低調で、販売数量、売上高ともに前年同
期を下回る。
  圧電材料は、国内顧客の在庫調整の影響があったものの、海外
顧客を中心とした医療機器用の販売が堅調に推移し、売上高
は前年同期を若干上回る。

  汎用用途の酸化チタンは、国内外ともに販売数量は前年同期
並みに推移したものの、販売価格改定を進めたことにより、売
上高は前年同期を上回る。

  機能性用途の微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛及び表面処
理製品の販売は、化粧品原料向けの販売が回復し、販売数量、
売上高ともに前年同期を上回る。

機能性材料事業

電子材料・化成品事業

その他

  倉庫業は、主要顧客の取扱量が減少したことにより、売上高は
前年同期を下回る。

化学工業薬品等の輸送・保管
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売上高構成比
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売上高

14,803百万円
6.5%増前年同期比

営業利益

1,124百万円
172.6%増前年同期比

※  第155期第1四半期会計期間より、報告セグメントを従来の「酸化チタン関連事業」「その他事業」の
　 2区分から「機能性材料事業」「電子材料・化成品事業」の2区分に変更しております。
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法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
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 連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

 連結損益計算書の概要 （単位：百万円）

中間連結財務諸表 Consolidated Financial Statements

　当社グループが持つ独自の強みやESGに関する取り組みなどがどのように活かされ、持続可能な価値の創出に繋
がっているかをステークホルダーの皆様により深くご理解いただきたいという想いから、統合報告書を作成しました。
今回、この取り組みは若手から中堅社員を中心としたプロジェクトチームが担当し、作成プロセスに会社全体を巻き
込むことで、社員の成長に繋げることも目的としました。

（当社ホームページに統合報告書を掲載しておりますので、この機会にご覧いただきますようお願いいたします。）

　当社は２０２６年度までに、大阪工場（大阪市大正区船町１丁目３番
４７号）内の「導電性高分子薬剤」製造設備を増強することとしました。
　当社の導電性高分子薬剤は、パソコンやスマートフォンなどの
駆動に欠かせないコンデンサを中心に使用されていますが、新た
に、自動運転やＥＶ化が進む車載用コンデンサでの採用が決定し
ました。
　２０２６年度には、生産能力を現在の３倍に増強し、売上高を３倍以
上とすることを目指すとともに、今後の当社の事業の柱のひとつに
育成いたします。

T O P I C S
ト ピ ッ ク ス

◀︎  車載用途での売上増加が期待
される導電性高分子薬剤(左)と
当社試作コンデンサ(右)

▲ 当社ホームページ（ https://www.tayca.co.jp/ir/integration.php ）

自動運転 EV化

電装化

統合報告書

導電性高分子薬剤の生産能力増強



２０２４年１０月、テイカはブラジルのイグアスフォールで開催された、国際化粧品技術者会連盟(IFSCC)が主催する世界最大の化粧品
学術大会「IFSCC Congress2024」にて最新の研究成果の発表を行いました。IFSCC Congressは、世界中の技術者が化粧品に関
する最先端の研究内容を発表する学会で、今回は多数の投稿の中、８３件しか選ばれない口頭発表に選出されました。さらに、その中
でその発表内容が高く評価され、トップ１０に選出されました。前回のスペイン バルセロナ大会（２０２３年開催）に続き、化粧品メーカー
が多く受賞する中、テイカは素材メーカーとして２年連続でトップ１０を受賞しました。

高度な分散技術を用いた多機能な新規ＳＰＦブースト材料：優れた紫外線防御効果を
もつミネラルサンスクリーンを実現する、酸化チタンを均一に内包した球状シリカ

発   表
タイトル

２年連続でテイカの高い技術力が全世界で認められました。今後のテイカの開発品にも期待しましょう！

“ブースタッチ”で散乱されたUVを
近傍の紫外線防御剤が効率的にカット

当社シリカ “ブースタッチ”配合

当社シリカとブースタッチを配合した
日焼け止め化粧品の紫外線防御比較

何が評価されたの？

２年連続！！
トップ１０を受賞！

素材メーカーとして
快挙達成！

ブースタッチ(微粒子酸化チタン内包球状シリカ)：イメージ図

化粧品の感触を良くするための“感触改良剤”であるシリカ
を入れると、紫外線を遮蔽する効果が落ちてしまう。

テイカが開発した「ブースタッチ」は、感触が良くなるうえに、
微粒子酸化チタン、微粒子酸化亜鉛などの紫外線防御剤との
相乗効果により、紫外線遮蔽効果が向上する ！( ブースト効果 )

これまで使用していた“感触改良剤”をブースタッチに置き
換えるだけで、紫外線防御効果が大幅にアップ！

①非常に小さく、粒子径の揃った微粒子酸化チタンが内包されているため、化粧品を塗った時の透明性が高い。

また、環境への負荷が問題視されている感触改良剤のマイクロプラスチックビーズの代替品となる。

②非常に分散性が高い状態で微粒子酸化チタンが内包されているため、紫外線防御のブースト効果が発生し、より効率的に紫外
　線をカットすることができる。

粒子径：５～１０μｍ
(１μｍ＝0.001mm)

シリカ粒子

（点線部分で切ってみると‥）

微粒子
酸化チタン

微粒子酸化チタン
( 粒子径：15nm=0.000015mm)

メカニズム ブースト効果（SPF/UVAPF in vivo）

この技術力が
評価されて、

今回トップ１０を受賞！

ブ
ー
ス
ト
効
果

ここがスゴイ！
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Corporate Profile会社概要（2024年9月30日現在）

株式の状況（2024年9月30日現在） Stock Information

 分布状況

500,000株以上
100,000株以上
50,000株以上
10,000株以上
1,000株以上
100株以上
100株未満

61.6％
15.6％
6.7％
6.5％
6.6％
2.9％
0.1％

金融機関
証券会社
その他法人
外国法人等
個人その他

19.4％
0.9％
44.2％
13.8％
21.7％

所有株数別

所有者別

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数
大株主

75,000,000株
24,414,414株

4,156名

順位 株主名 所有株式数（千株）

1 CACEIS BANK/QUINTET LUXEMBOURG SUB 
AC/UCITS CUSTOMERS ACCOUNT 2,247

2 日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,921
3 三井物産株式会社 1,784
4 三菱商事株式会社 1,630
5 山田産業株式会社 1,470
6 みずほ信託銀行株式会社　退職給付信託　みずほ銀行口　

再信託受託者　株式会社日本カストディ銀行 1,009
7 株式会社日本カストディ銀行（信託口） 908
8 テイカグループ持株会 864
9 中央日本土地建物株式会社 694
10 関西ペイント株式会社 612

（注）当社は、自己株式1,395千株を保有しておりますが、上記には含めておりません。

本印刷物は、FSC®認証紙と植物油インキを使用
しています。https://www.tayca.co.jp/

創 立
資 本 金
従 業 員
事業内容

事 業 所
本社事務所

本 店
大阪工場
東京支店

岡山工場

熊山工場

1919年（大正8年）12月
9,855,953,999円
562名（単体）
各種化学工業薬品の製造、販売（酸化チタン、界面活性剤、
硫酸、微粒子酸化チタン、表面処理製品、無公害防錆顔料ほか）

大阪市中央区谷町4丁目11番6号
〒540-0012　電話（06）6943-6401（代）
大阪市大正区船町1丁目3番47号
〒551-0022　電話（06）6555-3250（代）
東京都中央区日本橋3丁目8番2号
〒103-0027　電話（03）3275-0815（代）
岡山市東区西幸西1072番地
〒704-8136　電話（086）946-8311（代）
岡山県赤磐市小瀬木50番地1
〒709-0717　電話（086）995-9290（代）

役 員 代表取締役　社長執行役員 出 井 俊 治

取 締 役　 常 務 執 行 役 員 中 務 康 介

取 締 役　 上 席 執 行 役 員 岩 崎 多 摩 太 郎

取 締 役　 上 席 執 行 役 員 村 田 悦 宏

取締役　常勤監査等委員 宮 崎 　 晃

社外取締役　監査等委員 田 中 　 等

社外取締役　監査等委員 山 本 浩 二

社外取締役　監査等委員 尾　㟢　まみこ

社外取締役　監査等委員 井 上 　 剛

（ご注意）
1.  株主様の住所変更、買取・買増請求その他各

種お手続きにつきましては、原則、口座を開
設されている口座管理機関（証券会社等）で
承ることとなっております。口座を開設され
ている証券会社等にお問い合せください。株
主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取
り扱いできませんのでご注意ください。

2.  特別口座に記録された株式に関する各種お手
続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、左記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合せください。なお、三菱UFJ信託銀
行全国本支店でもお取り次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信
　託銀行本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度
定時株主総会基準日
期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
単 元 株 式 数
株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで
3月31日
3月31日
9月30日
6月下旬
100株

三菱UFJ信託銀行株式会社

〒541-8502　大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
電話0120-094-777（通話料無料）
電子公告
公告掲載URL　https://www.tayca.co.jp/

（ただし、電子公告により行うことができない事故、その他のやむを
得ない事由が生じたときは、日本経済新聞に公告を掲載いたします）
東京証券取引所　プライム市場

株主メモ


